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補足説明資料





第21回大和川流域委員会

第20回流域委員会（H23.3.15）の黒田委員からの質問

大和川の暫定堤防区間とは？

補足説明資料①

第21回大和川流域委員会
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大阪市港湾区域

直轄河川堤防

港湾区域
（※大和川隣接地）

直轄管理区間

港湾施設防潮堤

大阪府港湾区域

②大阪市の高潮堤

③大阪府の高潮堤

①国（河川）の高潮堤

河口付近の高潮堤防

河口付近の堤防高 計画高潮堤防高

高潮堤防完成済み0.0k～2.4k区間

背後地は大阪市の港湾区域であり、
堤防管理者は大阪市。暫定堤防

河口～0.0k区間
右
岸

背後地は大阪府港湾区域
暫定堤防

0.6k～0.8k区間

高潮堤防完成済み0.8k～2.4km区間

背後地は大阪府港湾区域
スポーツ広場・NTC事業他

-0.67k～0.6km区間

左
岸

状況区間

計画堤防高は計画高水位＋余裕高と計画高潮位＋打ち上げ高の内、高い値を採用しており、暫定堤防
とは、現時点においてその計画堤防高に満たない整備途上の堤防を示している。
（大和川における暫定堤防の区間：右岸0.0kmから下流、左岸の0.8kmから下流）

暫定堤防区間

黒田委員の質問に対する回答
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第21回大和川流域委員会

第20回流域委員会（H23.3.15）後の井上委員長からの質問

東日本大震災をうけ、津波対策について言及する必要があるので
はないか？

補足説明資料②

第21回大和川流域委員会
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南海高野線鉄橋

阪和線大和川橋梁

吾彦大橋

大和川大橋

大和橋

南海阪堺線

近畿自動車道

東除川

西除川

今井戸樋門
三国ヶ丘排水樋門

南島樋門松屋樋門
下松屋樋門新日鉄第２

排水樋門

新日鉄第１
排水樋門

堺共同火力排水

大阪ガスA排水
大阪ガスB排水

大阪ガスC排水
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現況 右岸高水敷高 計画高水位
(2.0kまで計画高潮位)

計画堤防高 現況 最深河床高

現況 平均河床高 樋門（敷高）

【想定規模】

・1854安政南海地震（M8.6）

・1854安政南海地震（M8.4）

・東南海・南海（中央防災会議M8.6）

【震源位置】

・移動なし

・東へ30km、60km、70km

水位偏差が最大となる条件

【想定規模】 1854安政南海地震（M8.6）

【震源位置】 東へ70km移動

第一波到達 ： 約90分

遡上延長 ： 河口～4.8km（右岸）

最大水位偏差： 2.51m （1.6k地点）

想定最大水位： T.P.＋3.41m

縦軸：標高（T.P.）

横軸：距離標（ｋ）

大和川では、現在想定している安政南海地震（M8.6）による津波の遡上水位は、現況堤防高を超えない。
今後は東日本大震災における津波被害を踏まえ、適切な対応を講ずる。

井上委員長の質問に対する回答
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第21回大和川流域委員会

第20回流域委員会（H23.3.15）後の黒田委員からの質問

大和川の耐震照査の結果は？

補足説明資料③

第21回大和川流域委員会

耐震対策については、「河川構造物の耐震性能照査指針（案）」に基づき、以下のフローにより、耐
震性照査を実施する。

「河川構造物の耐震性能照査指針(案)」による検討フロー

（津波考慮）

一次判定
ＥＮＤ

点検対象区間

二次判定

ＮＯ

ＹＥＳ

ＥＮＤ

耐震性能照査（解析）

対策の検討・実施 ＥＮＤ

ＮＯ

ＹＥＳ

照査外水位の設定

（津波考慮）

一次判定
照査外水位≧背後地盤高

点検対象区間外 ＥＮＤ

点検対象区間

二次判定

照査外水位≧堤防高２５％値

ＮＯ

ＹＥＳ

点検対象区間外 ＥＮＤ

耐震性能照査（解析）

対策の検討・実施 ＥＮＤ

ＮＯ

ＹＥＳ

黒田委員の質問に対する回答
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第21回大和川流域委員会

【各構造物の検討項目と耐震性能の照査方法】

対策必要箇所が
ないことを確認

検討方法 照査基準

　・液状化に伴う土層の物性変化を考慮した地盤の変形解析 　・地震後の堤防高≧外水位*1)

自立式特殊堤 コンクリート擁壁式 　・地震時保有水平耐力法 〔躯体の照査〕

　・躯体に作用する慣性力≦地震時保有水平耐力

　・目地の開き位置≧外水位*1)

〔基礎の照査〕

　・基礎が降伏に達しないこと

矢板式 　・液状化に伴う土層の物性変化を考慮した地盤の変形解析 　・地震後の堤防高≧外水位*1)

　・矢板に作用する土水圧を基に矢板の地震時挙動を算定 　・部材の発生応力度≦許容応力度

水門・樋門及び堰 水門・堰 　・地震時保有水平耐力法 〔門柱・堰柱の照査〕

　・躯体に作用する慣性力≦地震時保有水平耐力

　・残留変位≦許容変位量

〔基礎の照査〕

　・基礎が降伏に達しないこと

　・許容応力度法 〔ゲートの照査〕

　・扉体の合成応力度≦許容応力度

　・主ローラの応力度≦許容応力度

　・曲げモーメント、せん断力及び押し抜きせん断力の算定 〔床版の照査〕

　・曲げ、せん断、押し抜きせん断力

　　≦曲げ、せん断、押し抜きせん断耐力

樋門 　・液状化に伴う土層の物性変化を考慮した地盤の変形解析 〔函渠の照査〕

　  ＋弾塑性フレーム解析 　・作用曲げモーメント≦終局曲げモーメント

　・作用せん断力≦せん断耐力

〔継手の照査〕

　・継手部の開口量≦許容変位量

　・継手部の目違い≦許容変位量

　・地震時保有水平耐力法 〔門柱の照査〕

　・水門、堰の門柱・堰柱と同様

　・地震時保有水平耐力法（応答変位法、応答震度法） 〔機場本体の照査〕

　・作用曲げモーメント≦終局曲げモーメント

　・作用せん断力≦せん断耐力

　・機場本体の残留変位≦許容変位量

〔基礎の照査〕

　・基礎が降伏に達しないこと

*1)外水位とは、平常時の最高水位である

堤防

河川構造物

揚排水機場

外水位≦地震後の堤防高

堤防が沈下し、河川水
位よりも低くなると堤
内地に河川水が侵入
し、二次災害が発生

黒田委員の質問に対する回答

第21回大和川流域委員会
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第21回大和川流域委員会

意見照会（H23.7.22）における仲川委員からの質問

下図を見ると、大和川の水位は隣接地より5mも高い位置にあるが、
前に現地付近を車で走った感覚では、そんな違和感はなかった。

高規格堤防整備延長の「重点区間」に設定されている場所なので、
現在の下図と高規格堤防が整備されたときの完成図とを照らしな
がら解説してほしい。

補足説明資料④

  
大
和
川

第21回大和川流域委員会

図中の水位は、計画高水位であり、通常の水位とは異なる。

高規格堤防を整備すると、計画堤防高から堤防の高さの約３０倍の幅を持った堤防となるため、隣
接地は、計画高水位より高い位置になる。

仲川委員の質問に対する回答

 （整備前） 

（整備後） 

平水位 

計画高水位 

平水位 

計画高水位 
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